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で
し
た
が
、
10
年
12
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
国
内
最
高
と
な
る
１
５
０
㎞
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
日
本
記
録
を
さ
ら

に
10
㎞
更
新
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
越
後
湯
沢

〜
金
沢
間
で
一
列
車
平
均
約
３
分
の

時
間
短
縮
が
実
現
し
ま
す
。

②
特
急
は
く
た
か
11
往
復
運
転
！

〜
十
日
町
駅
停
車
が
９
本
か
ら

す
べ
て
新
タ
イ
プ
の
12
本
に
〜

こ
れ
ま
で
10
往
復
だ
っ
た
特
急
は

く
た
か
が
11
往
復
運
転
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
十
日
町
駅
の
特
急
停
車
本
数

が
こ
れ
ま
で
の
９
本
か
ら
12
本
へ
と

大
幅
に
増
加
さ
れ
ま
す
。

開
業
当
初
は
十
日
町
駅
の
特
急
停

車
本
数
が
４
往
復
８
本
で
し
た
が
、

11
年
12
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
４
・
５

往
復
９
本
に
増
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
本
数
が
大
幅
に
増

加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
停
車
車
両
も
旧
タ
イ
プ

か
ら
新
タ
イ
プ
へ
様
替
わ
り
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
十
日
町
駅
に
停
車
す
る

車
両
は
、
す
べ
て
旧
タ
イ
プ
の
４
８

５
系
で
し
た
が
、
す
べ
て
新
タ
イ
プ

の
６
８
１
系
に
替
わ
り
ま
す
。

開
業
当
初
か
ら
北
越
急
行
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
観
光
客
の

誘
致
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
雪
国
体
験
ほ
く
ほ
く
線

Ｊ
Ｒ
高
崎
支
社
と
提
携
し
て
、
越

後
妻
有
郷
各
市
町
村
の
ま
つ
り
や
行

事
な
ど
を
宣
伝
し
、約
１
、０
０
０
人

の
観
光
客
が
沿
線
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
の
雪
国
体
験
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
実
施
し
て

い
る
「
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
で
雪

原
を
す
べ
ろ
う
」
に
は
昨
年
度
約
50

人
、
今
年
度
は
約
80
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
は
臨

時
団
体
列
車
を
運
行
し
、
昨
年
は
約

３
８
０
人
、
今
年
の
雪
ま
つ
り
に
は

約
３
４
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

②
お
も
し
ろ
発
見
ほ
く
ほ
く
線

ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
・
Ｊ
Ｒ
金

沢
支
社
と
提
携
し
て
、
北
陸
方
面
か

ら
ゴ
ル
フ
や
そ
ば
打
ち
の
お
客
様
を

誘
致
し
て
い
ま
す
。
12
・
13
年
度
と

も
約
３
０
０
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

③
体
験
工
房

市
内
の
体
験
工
房
と
提
携
し
て
、

着
付
け
、
手
織
り
、
手
描
き
友
禅
、

繭
で
つ
く
る
ラ
ン
プ
な
ど
、
お
客
様

の
好
み
に
合
わ
せ
た
体
験
コ
ー
ス
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
２
年
間
で
約
６

０
０
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
美
佐
島
駅
を
発
着
点

と
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雪
ま
つ
り
期
間
中
に
は
美

佐
島
駅
周
辺
で
美
佐
島
地
区
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
「
ほ
っ
く
ん
ホ

ッ
ト
ラ
ン
ド
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
西
部
地
区
振
興
会
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
鉄
道
記
念
日

に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
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平
成
12
年
度
、
十
日
町
駅
の
乗
降

員
数
は
、普
通
列
車
が
１
日
平
均
１
、

２
２
０
人
、特
急
列
車
が
１
１
０
人
、

合
計
１
、
３
３
０
人
で
し
た
。

普
通
列
車
の
年
度
別
実
績
は
、
９

年
度
以
降
、
８
８
０
人
、
１
、０
６
０

人
、
１
、１
８
０
人
、
１
、２
２
０
人

と
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
特
急
列
車
は
、
１
８
０
人
、

１
２
０
人
、
１
１
０
人
、
１
１
０
人

と
開
業
効
果
が
あ
っ
た
９
年
度
を
除

い
て
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
10
年
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
越
後
湯
沢
駅
で
の
新
幹
線
と
の
接

続
改
善
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
特

急
列
車
か
ら
普
通
列
車
に
大
き
く
移

行
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
十
日
町
駅
の
総
利
用
客
数

を
見
て
み
る
と
、９
年
度
は
39
万
人
、

以
降
43
万
人
、
47
万
人
、
48
万
人
、

そ
し
て
今
年
度
は
前
年
並
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
開
業
以
来
、
延
べ
２
２

５
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

北
越
急
行
で
は
、
更
な
る
利
便
性

の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
３
月
23
日
g

に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
ま
す
。

①
特
急
は
く
た
か
１
６
０
㎞
化
！

〜
在
来
線
日
本
記
録
を
更
新
〜

特
急
は
く
た
か
の
最
高
速
度
が
在

来
線
国
内
最
高
と
な
る
時
速
１
６
０

㎞
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

開
業
当
初
は
最
高
時
速
１
４
０
㎞

ま
も
な
く
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開

業
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

当
駅
を
含
め
、
会
社
全
体
が
無
事
故

で
ま
い
り
ま
し
た
。

５
年
前
、
夢
と
希
望
に
燃
え
て
開

業
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
未
知
数
な
部
分
が
多

く
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

開
業
後
１
年
間
は
予
想
以
上
の
フ
ィ

ー
バ
ー
が
続
き
、
や
っ
て
い
け
る
手

ご
た
え
を
感
じ
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て

い
ま
す
。

開
業
５
周
年
を
迎
え
、
今
後
、
よ

り
皆
さ
ん
が
使
い
や
す
い
「
ほ
く
ほ

く
線
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
・
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
い
た
し
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要

望
・
苦
情
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
ど

ん
ど
ん
と
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

当
駅
を
は
じ
め
、
北
越
急
行
で
は

楽
し
い
旅
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ

う
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
安
全
運
転

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ほ
く
ほ
く

線
は
地
元
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
た

め
の
鉄
道
で
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と

も
っ
と
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2

第
３
セ
ク
タ
ー
鉄
道
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
３
月
22
日
F
で
開

業
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
十
日
町
市
を
は
じ
め
、
越
後
妻
有
地

域
と
関
東
圏
、
北
陸
・
関
西
圏
を
結
ぶ
地
元
の
大
切
な
大
動
脈

は
、
交
流
人
口
増
加
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

５
年
間
の
利
用
状
況
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
お
知
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し
ま
す
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ほ
く

線
開

業
５

周
年�

ほ く ほ く 線 利 用 者 の 声

毎日ほくほく線で六日町高校に

通っています。二人の姉もほくほ

く線で高校に通っていました。

毎朝なかなか起きることができ

ず、十日町駅のホームでは猛ダッ

シュです。ときどき駅の人に迷惑

をかけることもあります。

朝や夕方は混むので、通勤・通

学ラッシュの時間帯だけでも２両

にしてほしいです。

利
用
客
の
増
加

旅
客
誘
致
の
取
り
組
み

利
便
性
の
向
上

ほくほく線
十日町駅長

大渕玉男

よ
り
使
い
や
す
く

兄弟３人とも
お世話に

関 谷 藤 丸さん
（16歳）
川治内後

開業当初からほとんど毎日、六

日町からほくほく線で通勤してい

ます。

冬は特に時間どおりなので、と

ても助かります。以前、バスを利

用していたころは１時間くらいか

かったこともありましたが、今は

15分で十日町に到着します。

電車は清潔で快適ですが、小さ

い子どもたちやお年寄りのために

もトイレがほしいですね。

冬でも

時間どおり

青 木 朝 子さん
（54歳）
六日町小栗山

週に５日くらい、十日町から越

後湯沢までほくほく線で通勤して

います。開業以前はバスで通って

いましたが、バス路線の廃止にと

もない、電車を利用するようにな

りました。

ほくほく線は、速くて安くてと

てもきれいです。

便利で快適ですが、もう少し快

速の本数を増やしてほしいです。

速い、安い、

きれい

桑 原 芳 夫さん
（73歳）
山本町３

ほ く ほ く 線 利 用 者 の 声
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学
校
週
５
日
制
が
求
め
る
も
の
は
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
役
割
を

明
確
に
し
、
協
力
し
て
、
豊
か
な
学

習
・
体
験
活
動
を
子
ど
も
た
ち
に
提

供
す
る
こ
と
で
す
。こ
れ
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
行
動
で

き
る
力
や
周
り
の
人
を
思
い
や
る

心
、
す
こ
や
か
な
身
体
な
ど
「
生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
大
人
が
互
い
に
知

恵
や
力
を
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
な
ど
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
た
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

学
校
週
５
日
制
は
、
子
ど
も
の
望

ま
し
い
人
間
関
係
を
は
ぐ
く
む
と
と

も
に
、
大
人
も
と
も
に
成
長
し
て
い

く
場
で
も
あ
り
ま
す
。

・
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、

み
ず
か
ら
学
び
み
ず
か
ら
考
え
る
力

を
育
て
ま
す
。

・
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
学
ん
だ
こ
と
を
、
家
庭
で
の
自
主

的
な
学
習
や
調
べ
も
の
・
実
験
な
ど

に
発
展
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
家
庭
や
地
域
社
会
の
関
係
機
関
と

協
力
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
有
意
義

に
土
曜
日
・
日
曜
日
を
過
ご
せ
る
よ

う
指
導
し
ま
す
。

・
社
会
で
生
活
し
て
い
く
上
で
大
切

な
こ
と
が
ら
を
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に

な
り
ま
す
。

・
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
は
ぐ
く

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
習
・
体

験
活
動
の
場
を
提
供
し
、
指
導
者
と

し
て
積
極
的
に
子
ど
も
に
か
か
わ
り

な
が
ら
、子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
学
校
週
５
日
制
の
実
施

に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
有
意
義

に
休
日
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
や
活
動
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
に
も
対
応
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
左
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）
こ
の
ほ
か
支
援
事

業
も
行
う
予
定
で
す
。

◆
社
会
体
育

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

機
会
や
場
を
提
供
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
親
し
め
る
環
境
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
性
に
即

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
設

立
・
育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
学
校
運
動
部
活
動
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
組
織
の

充
実
を
図
り
、
指
導
者
派
遣
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。（
担
当
‥
体
育
課
）

◆
社
会
教
育

・
広
域
町
村
と
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し
た
各
種
事
業
の
情
報

の
受
発
信
を
行
い
ま
す
。（
情
報
紙
の

発
行
、
学
校
・
公
民
館
・
各
地
区
館

の
掲
示
板
活
用
な
ど
）

・
学
校
開
放
指
導
者
配
置
支
援
事
業

＝
毎
週
土
曜
日
、
学
校
開
放
を
行
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
や
地
域
の
人
た
ち
が

児
童
・
生
徒
の
活
動
を
指
導
し
た
と

き
、
１
回
１
、
０
０
０
円
の
資
料
代

を
負
担
し
ま
す
。（
担
当
‥
社
会
教
育

課
）市

で
は
、
今
後
も
学
校
週
５
日
制

に
対
応
し
た
計
画
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

4

４
月
か
ら
、
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
る
「
完
全
学
校
週
５
日
制
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
は
不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
休
日
を
有
意

義
に
過
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に
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校
、家
庭
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域
社
会
の
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携
が
必
要
で
す
。
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５
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介
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力
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ぐ
く
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も
に
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長
す
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ス
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す
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域
の
宝
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家
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域
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協
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し
て
育
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ま
し
ょ
う
〜

子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
み
、
大
人
も
と
も
に
成
長
す
る
場
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学
校
週
５
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が
ス
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ト
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す
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域
の
宝
を
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校
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庭
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地
域
社
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が
協
力
し
て
育
て
ま
し
ょ
う
〜

■問合せ：

学校教育課

157-3111内線312

社会教育課157-5011

体 育 課　152-4377

土・日曜日を中心に行われる、子どもたちにとって「ワクワク楽しい体験・新しい友だちができる」時間

です。日程などについては、随時市報などでお知らせします。詳細は各施設にお問合せください。

また、参加費や材料費として実費を負担していただくことがあります。

■博　物　館（157－5531）
おもに小学生を対象に行います。

体験教室＝信濃川で遊び・学ぶ（７月29日b）、郷

土学習ウォークラリー（８月４日a）、しめ縄づくり

（12月７日g）、小正月行事（１月11日g）、縄文食

に挑戦（２月８日g）、雪遊び（３月８日g）、土器

づくり、石器づくり、アンギン編み、民具に触れる

（使用する）など

子ども向け講座＝歴史、民俗、郷土の文化財など

■十日町市公民館（157－5011）
さわやかクッキング＝小・中・高校生とその家族を

対象に季節料理やケーキ作りなどを行います。

遊びの時間＝小学生と大人とのふれあいの時間です。

百人一首や陶芸、茶道、飾り紙制作、絵手紙、手話

などの学びや活動を行います。

■中条地区公民館（152－2748）
チビッコ学園＝小学生を対象に自然観察（野鳥観察、

ホタル観察、天体観測など）や、地域伝統（チンコ

ロ作りなど）の体験学習を行います。

■水沢地区公民館（158－3101）
みずさわウィークエンド活動＝小・中学生を対象に

スポーツ活動やもの作りを行い、体力づくりや各種

体験を楽しみます。（少年野球、当間山登山、マラソ

ン、スキー講習会、焼き物、映写会など）

■下条地区公民館（155－2004）
ぐりぐらルーム＝幼児・小学校低学年を対象に絵本

の読み聞かせ、ゲームなどで親子のふれあいを図り

ます。

自然観察会＝小学生の親子を対象に、地域の自然と

のふれあいを通して、地域や友だち同士の交流を行

います。（探鳥会、ホタル鑑賞、自然観察会など）

■川治地区公民館（152－2223）六箇地区公民館
親と子のふれあい教室＝中学生以下の親子を対象に、

地域を知る、親子の対話、ものづくり、友だちづく

りの大切さや楽しさを学びます。（地域歴史探検、星

空観察、日曜大工、焼き物、そば作り、カルタ、折

り紙など）

■飛渡地区公民館（159－2032）
ふるさと環境学習推進事業＝子どもたちといっしょ

に森や川、道などの環境問題を考え、地域づくりに

取り組みます。（星空観察、ホタル観察、魚類調査、

飛渡の森研究、わら細工、地域伝統芸能の継承など）

■吉田地区公民館（152－2874）
子どものための英会話教室＝小・中学生を対象にや

さしい英語の歌や簡単なあいさつなどを楽しく学習

します。

■少年育成センター（157－8918）
みんなで遊ぼうよ！＝小学校１～３年生の親子を対

象に月１回実施します。自然観察ゲーム、ハイキン

グ、野外炊飯、ほくほく線に乗ろう、クリスマスパ

ーティー、歌って踊って室内ゲームなど

アドベンチャースクール＝小学校４～６年生を対象

に月１回実施します。ウォークラリー、ほくほく線

に乗ろう、夜間ふくろうウォーク、交流キャンプ、

そば打ち体験、クリスマスケーキづくり、百人一首

を楽しもうなど

《
学
校
週
５
日
制
が

求
め
る
も
の
》

《
市
の
取
り
組
み
》

《
家
庭
や
地
域
の
役
割
》

《
学
校
の
役
割
》
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皆
さ
ん
の
利
用
し
や
す
い
市
役
所

を
目
指
し
、
十
日
町
市
で
は
３
月
18

日
b
か
ら
市
民
生
活
課
市
民
係
の
窓

口
業
務
終
了
時
間
を
、
従
来
の
午
後

５
時
15
分
か
ら
７
時
に
延
長
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
５
時
15
分
以
降
の
窓
口
は

職
員
２
人
で
対
応
し
ま
す
。
時
間
の

か
か
る
届
出
な
ど
が
複
数
重
な
っ
た

場
合
は
、
お
客
様
を
多
少
お
待
た
せ

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

延
長
窓
口
で
対
応
す
る
の
は
、
基

本
的
に
市
民
係
が
行
っ
て
い
る
業
務

で
す
。
窓
口
で
は
つ
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
、
離

婚
届
、
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍

証
明
の
交
付
な
ど

転
入
届
、
転
出
届
、
転
居
届
、
世

帯
主
変
更
届
、
住
民
票
の
写
し
の
交

付
な
ど

印
鑑
登
録
・
印
鑑
登
録
証
明
発
行

出
生
届
、
死
亡
届
、
転
入
・
転

出
・
転
居
届
に
伴
う
児
童
手
当
・
児

童
扶
養
手
当
、
国
民
年
金
の
死
亡
届

な
ど
の
申
請
受
付

出
生
届
、
死
亡
届
、
転
入
・
転

出
・
転
居
届
に
伴
う
国
民
健
康
保
険

お
よ
び
介
護
保
険
に
関
す
る
申
請
受

付
出
生
届
・
転
入
届
に
伴
う
乳
幼
児

医
療
費
助
成
申
請
な
ど
の
受
付

３
月
、
４
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
証
明
書
の
発
行
に
多
少
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
特
に
、
休
日
の

前
後
や
昼
休
み
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
ほ
か
の
時
間

に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
待
ち

時
間
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
お
こ
た
え
る
す
る
た
め
、
情
報
館

窓
口
で
も
開
館
日
の
土
・
日
曜
日
に

限
り
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
４
種

類
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
情
報
館
　
一
階
西
側
カ
ウ

ン
タ
ー

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

①
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書

【
一
通
４
５
０
円
】

②
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書

【
一
通
４
５
０
円
】

③
住
民
票
の
写
し【
一
通
３
０
０
円
】

④
印
鑑
登
録
証
明
書【

一
通
３
０
０
円
】

※
印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る
人

は
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が

な
い
場
合
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

ほ
か
の
証
明
書
の
発
行
、
住
民
異

動
届
の
受
付
お
よ
び
婚
姻
届
や
出
生

届
な
ど
戸
籍
関
係
の
届
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

市
役
所
の
窓
口
で
行
う
方
法
と
同

じ
で
す
。各
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、

受
付
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
１
５
３
）

転
居
シ
ー
ズ
ン
は
、
水
道
の
再
開

始
・
休
止
に
伴
う
料
金
精
算
な
ど
の

申
し
込
み
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

転
居
日
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、５

日
前
ま
で
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
役
所
水
道

局
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
（
1
57

│
３
１
１
１
内
線
２
４
１
）
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
通
常
、
休
日
の
再
開
始
・
休
止
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
３
月

30
日
G
・
31
日
A
は
、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

今
年
も
就
職
・
進
学
・
転
勤
な
ど
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

転
出
届
は
転
出
予
定
日
の
約
２
週
間
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

転
出
日
・
転
出
先
が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
手
続
き
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
役
所
で
は
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
こ
た
え

す
る
た
め
に
、
市
民
係
の
窓
口
業
務
延
長
や
情
報
館
で
の
土
・
日
曜

日
の
証
明
書
発
行
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学生の国民健康保険証は
分けることができます

進学のために家族と離れて市外で生活する

人は、学生であることを示すことにより、親

元の国民健康保険証を分けることができます。

■持参するもの＝国民健康保険証・在学証明

書または学生証の写し■窓口・問合せ＝介護

保険課国保係（157─3111内線155）

３
月
　
日

か
ら
市
民
係
の

窓
口
業
務
を

延
長
し
ま
す

18

(月）

年
度
末
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す

届
出
は
お
早
め
に

延
長
窓
口
で
の

業
務
内
容

もうすぐ春、国民年金の
手続きはお済みですか

1
戸
籍
事
務

2
住
民
基
本
台
帳
事
務

3
印
鑑
証
明
発
行

4
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

5
外
国
人
登
録
事
務

情
報
館
窓
口
で

土
・
日
曜
日
に

発
行
業
務
を
実
施
中

■
受
付
・
発
行
場
所

■
受
付
時
間

■
発
行
で
き
る
証
明
書
と

発
行
手
数
料

■
申
請
方
法

水
道
局
へ
の

申
し
込
み
は

５
日
前
ま
で
に

6
国
民
年
金
係
関
係
用
務

7
介
護
保
険
課
関
係
用
務

8
健
康
福
祉
課
関
係
用
務

口座振替を利用されると、納める手間が省けるだけ

でなく、納め忘れもなくなります。手続きは、預金口

座のある金融機関の窓口でお願いします。なお、郵便

局も利用できます。■手続きに必要なもの＝年金手

帳・預貯金通帳・印鑑

経済的理由で保険料の納付が困難な場合は、申請免

除の制度があります。未納のままにしておかずに、国

民年金係まで相談においでください。

これまで、市役所内の指定金融機関窓口でも国民年

金保険料を納付することができましたが、14年４月

分からは国への直接納付にかわるため、市役所内では

保険料の納付ができなくなります。ご注意ください。

国民年金には、20歳以上60歳未満のすべての人が

加入します。学生も加入が義務づけられています。老

後の老齢基礎年金はもちろん、万一の病気やケガなど

で障害が残った場合にも、障害基礎年金が支給される

制度もあります。老後はまだ先のことと考えずに、若

いうちから備えましょう。

学生は国民年金の第１号被保険者になっています

が、就職して厚生年金や共済組合などに加入した場合

は、第２号被保険者になるため、

住所地の国民年金係への届けが必

要です。■届出に必要なもの＝年

金手帳・就職先からの健康保険証

国民年金のスタートは
20歳から

就職したら届出を

口座振替をご利用ください

保険料免除制度の活用を

保険料の納付について

■問合せ＝市民生活課国民年金係（157－3111内線151）

サービス向上への第一歩として
夜７時までの窓口業務をスタートします。



１
月
22
日
、
研
修
団
員
11
名
を
乗

せ
た
大
韓
航
空
機
は
、
新
潟
か
ら
ソ

ウ
ル
経
由
で
ド
イ
ツ
に
向
か
い
ま
し

た
。胸

お
ど
る
気
持
ち
と
不
安
が
入
り

交
じ
り
、
全
員
元
気
に
帰
国
で
き
る

こ
と
を
念
じ
な
が
ら
の
旅
立
ち
で
し

た
。

〈
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
村
役
場
〉

村
長
さ
ん
が
26
年
間
、
地
域
計
画

に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
を
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
「
未
来
は
農
村
地

域
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
残
さ
れ

た
古
い
家
屋
を
改
装
し
、
村
の
景
観

に
調
和
し
た
建
物
を
造
り
、
若
い
人

た
ち
の
就
業
先
を
作
り
、
未
来
へ
向

か
っ
て
自
信
の
も
て
る
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
人
は
自
然
の
中
で
休
暇
を

満
喫
し
、
森
を
守
り
、
自
然
形
態
を

壊
さ
ず
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

〈
同
じ
村
の
グ
ー
ト
ヤ
ー
家
を
訪
問
〉

２
４
５
ha
の
畑
と
40
頭
の
乳
牛
、

４
人
の
子
ど
も
た
ち
と
10
人
の
季
節

労
働
者
で
民
宿
も
な
さ
っ
て
い
る
農

家
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
家
で
の

労
働
は
当
た
り
前
だ
そ
う
で
す
。

〈
ブ
ル
ッ
ク
サ
ル
の
農
業
局
〉

ヌ
ー
ゲ
ル
博
士
よ
り
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ａ
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
環
境
保
護
の
た
め
の
農

家
へ
の
補
償
）
の
説
明
。
水
質
を
守

る
た
め
、
農
地
の
地
質
調
査
、
農
薬

の
適
切
な
使
用
、
肥
料
の
量
な
ど
、

細
か
に
環
境
を
大
事
に
し
生
態
系
を

守
る
農
業
を
指
導
し
て
い
る
の
が
う

か
が
え
ま
す
。

〈
ヘ
ル
ゲ
ン
ス
ヴ
ァ
イ
ラ
ー
の村

役
場
〉

マ
シ
ー
ン
リ
ン
ク
協
会
の
ミ
ュ
ト

ラ
ロ
さ
ん
よ
り
説
明
。
マ
シ
ー
ン
リ

ン
ク
と
は
農
業
機
械
や
労
働
力
を
効

率
的
に
使
い
、
農
家
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
り
、
収
入
増
加
を
目
指
す
仲

介
業
の
よ
う
な
役
目
で
す
。

元
村
長
の
ビ
ィ
ラ
ー
さ
ん
よ
り
未

来
の
あ
る
村
づ
く
り
の
説
明
。
ど
の

村
も
教
会
を
中
心
に
、
役
場
、
学
校

そ
し
て
三
角
屋
根
の
家
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
調
和
の
と
れ
た

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

食
の
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し

て
、
日
本
の
食
文
化
を
見
直
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
を
離

れ
て
み
て
、
良
い
点
、
改
め
る
べ
き

点
が
わ
か
る
よ
う
で
す
。

１
月
22
日
、
朝
９
時
35
分
い
よ
い

よ
飛
行
機
は
新
潟
空
港
を
発た

っ
た
。

今
回
の
ド
イ
ツ
研
修
は
環
境
保
全

型
農
業
と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

農
家
民
宿
の
見
学
が
お
も
な
目
的
で

し
た
。

〈
環
境
保
全
型
農
業
〉

ブ
ル
ッ
ク
サ
ル
農
業
局
の
バ
ー
デ

ン
博
士
、
イ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
モ
ル

ツ
博
士
よ
り
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
州

は
、
環
境
保
護
を
考
慮
し
て
い
る
農

家
を
正
当
に
評
価
す
る
た
め
に
市
場

負
担
軽
減
な
ら
び
に
景
観
保
護
の
た

め
の
補
償
を
考
案
、導
入
し
ま
し
た
。

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
経
営
の
助

成
、
市
場
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
生

産
方
法
な
ど
環
境
を
保
護
す
る
た
め

に
各
項
目
に
分
け
、
補
償
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
だ
ん
だ
ん
畑
の

区
切
り
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
な
く

石
垣
で
造
る
と
点
数
に
な
り
ま
す
。

〈
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
〉

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ド
イ

ツ
で
は
「
農
家
休
暇
」
と
訳
し
て
い

ま
す
。
部
屋
付
き
、
朝
食
の
み
と
い

う
も
て
な
し
型
と
キ
ッ
チ
ン
付
き
の

自
炊
す
る
ア
パ
ー
ト
型
の
農
家
民
宿

を
借
り
て
、
休
暇
は
そ
こ
を
拠
点
に

旅
行
や
釣
り
に
行
っ
た
り
し
て
過
ご

し
ま
す
。
民
宿
経
営
は
奥
さ
ん
の
副

収
入
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

〈
ハ
ウ
ス
農
家
見
学
〉

ベ
ル
ハ
イ
ム
の
マ
ー
テ
ン
ク
ラ
イ

ン
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
見
学
で
は
規
模
の

大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
面
積
１
万
８
千
㎡
の
広
さ

に
野
菜
苗
を
８
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
作

っ
て
い
ま
す
。
80
％
の
注
文
生
産
で

行
い
、
南
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
方
面
の

代
理
店
を
通
す
な
ど
、
苗
屋
さ
ん
に

年
間
５
千
万
本
の
出
荷
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

〈
終
わ
り
に
〉

我
が
家
も
平
飼
い
養
鶏
や
低
農
薬

栽
培
米
を
作
り
、
有
機
減
農
薬
栽
培

の
方
向
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
枯
木
又
地
区
で
は
、
今
年
か
ら

都
市
と
の
交
流
施
設
も
で
き
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
交
流
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
研
修
を
い
か
し
、
地
域

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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菜
の
花
が
壇
上
一
面
セ
ッ
ト
さ

れ
、甘
い
薫
り
を
漂
わ
せ
る
会
場
で
、

女
性
２
人
目
の
知
事
・
堂
本
暁あ

き

子こ

千

葉
県
知
事
が
１
、
３
０
０
人
を
越
え

る
参
加
者
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推
進
局
長

よ
り
、
平
成
12
年
、
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
重
点
目

標
に
は
、
政
策
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
参
画
拡
大
、
共
同
参
画
の
視
点

に
立
っ
た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直

し
、
意
識
の
改
革
、
農
山
漁
村
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
確
立
、
メ
デ

ィ
ア
に
お
け
る
女
性
の
人
権
の
尊

重
、
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
支

援
な
ど
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
が
必
要
か
？

少
子
高
齢
化
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を

め
ぐ
る
状
況
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
、
男
女
と

も
に
互
い
に
持
っ
て
い
る
個
性
や
能

力
を
出
し
合
っ
て
助
け
合
い
、
心
の

豊
か
さ
や
生
き
が
い
の
持
て
る
、
魅

力
あ
る
地
域
運
営
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
次
代
を
担
う
若

い
人
た
ち
と
向
か
い
合
い
、
話
し
合

う
場
づ
く
り
が
大
切
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

自
分
の
周
り
で
で
き
る
こ
と
か
ら
、

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
地
域
の
活
動

に
参
加
・
参
画
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
は
、「
参
加
か
ら
参
画
へ
〜
地
域

で
、
職
場
で
、
政
治
の
場
で
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
分
科
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
活
発
な
分
科
会
で
時
間
が
足
り

な
い
く
ら
い
で
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
で
、
女
性
の
能

力
発
揮
や
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
る
㈱
資
生
堂
人
事
部
人
材
育
成
グ

ル
ー
プ
課
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉

が
印
象
に
残
っ
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。
「
人
は
傷
つ
い
て
、
気
づ
い
て
、

築
き
上
げ
る
」。こ
の
３
月
の
資
生
堂

の
人
事
に
注
目
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

交
流
会
で
は
、
堂
本
千
葉
県
知
事

や
内
閣
府
の
方
と
も
直
接
お
話
を
し

た
り
、
女
性
の
市
議
会
議
員
の
活
動

に
つ
い
て
伺
っ
た
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
こ
の

社
会
に
は
問
題
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で

あ
る
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は

市
と
し
て
男
女
共
同
参
画
に
重
点
を

置
い
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
十
日
町
に
な
る
よ
う
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
み
ん
な
で
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

「
と
お
か
ま
ち
男
女
平
等
プ
ラ
ン
」

推
進
の
一
環
と
し
て
、
２
月
１
日

f
・
２
日
g
の
２
日
間
、
千
葉
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
新
世

紀
の
風
　
ち
ば
か
ら
」
（
主
催
‥
内

閣
府
、
千
葉
県
）
に
、
十
日
町
市
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
委
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

出
席
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え

し
ま
す
。

交流会で堂本千葉県知事と懇談（左から大熊委員、堂本知事、岡元委員長、庭野委員）

「とおかまち男女平等プラン
ダイジェスト版」をご覧ください

市報１月25日号とともに、とおかまち男女平等プランの概

要紹介や、市民の皆さんに期待される取り組みを提案したダ

イジェスト版を各世帯にお配りしました。

地域、職場、学校、グループや団体の学習会などで利用を

希望する人は、市企画人事課企画係（内線216）までお問合せ

ください。

とおかまち男女平等プラン

男女共同参画フォーラム

男女共同参画の
風がふく

市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

大
熊
ミ
チ
子
さ
ん

市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

庭

野

和

子
さ
ん

農
業
青
年
等
海
外
派
遣
研
修
報
告

農
業
青
年
等
国
際
交
流
推
進
事
業
で
久
保
田
宏
子
さ
ん
（
新
水
）
と
山

田
幸
子
さ
ん
（
東
枯
木
又
）
が
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
、
経
営
事
例
調
査
や
環

境
保
全
型
農
業
の
現
状
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

県
農
業
の
担
い
手
と
な
る
青
年
や
女
性
を
海
外
に
派
遣
し
、
国
際
的
な

視
野
を
広
げ
、
企
業
的
経
営
感
覚
・
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ド
イ
ツ
研
修
の
旅

久
保
田
宏
子
さ
ん

ド
イ
ツ
研
修
に
参
加
し
て

山

田

幸

子
さ
ん

農
業
青
年
等
海
外
派
遣
研
修
報
告

久保田さん（写真左）と山田さん（中央）



横 山 陽 子さん
（関根２）

ひ
と
昔
前
、
精
神
の
病
気
は
入
院

治
療
が
中
心
で
あ
り
、
精
神
障
害
者

は
長
期
に
わ
た
り
病
院
で
す
ご
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
新
薬
の
開
発
も

進
み
、
医
師
の
治
療
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
よ
っ
て
地
域
で
暮
ら
せ

る
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
に
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

平
成
14
年
４
月
か
ら
市
役
所
が
各
種

制
度
の
申
請
窓
口
に
な
り
ま
す
。
更

に
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
さ

れ
ま
す
。

◆
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度

精
神
科
の
病
気
で
通
院
治
療
を
受

け
て
い
る
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負

担
額
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

◆
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

一
定
の
精
神
障
害
の
状
態
に
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
の
が
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
で
す
。
通
院
医
療
費

公
費
負
担
制
度
や
精
神
障
害
者
医
療

費
助
成
の
申
請
で
は
、
手
帳
が
診
断

書
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
申
請
窓
口
は
保
健

所
か
ら
市
役
所
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
の
相
談
や
通
知
な
ど
は
健
康

福
祉
課
が
行
い
ま
す
。

今
ま
で
精
神
障
害
者
の
生
活
は
、

家
族
が
全
面
的
に
支
え
て
き
た
現
状

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
精
神
障
害
者

が
在
宅
で
も
安
心
し
て
す
ご
せ
る
た

め
に
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
や
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」

を
４
月
か
ら
新
た
に
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
家
族
会
や
心
の

健
康
相
談
、
精
神
科
の
入
院
・
通
院

に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を

１
万
円
を
限
度
に
30
％
助
成
し
て
く

れ
る
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

各
種
制
度
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
は
医
師
の
許
可
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
健
康

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ホ
ンサ

ー
ビ
ス

‡十日町市観光情報
‡くらしのダイヤル

57－0500
025－285－7000

●問い合わせ
健康福祉課
健康増進係
157―3111
(内線143）
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3/11～3/18

3/18～3/25

3/25～4/1

4/1～4/8

4/8～4/15

クリーニング事故と賠償基準

フリーマーケットを利用してみよう

消費生活相談事例～クリーニングトラブル～

商品テスト結果「フリース」

くらしに生かそう　消費者契約法

クーリング・オフ制度とは

96

鶏の四川風ソース

材　料（６人分）
・鶏肉…２枚
Ａ（しょうゆ…大さじ２　・酒…大さじ２

・ねぎ…１本　・コチジャン…大さじ１
Ｂ　・しょうゆ…大さじ４　・酢…大さじ４

・砂糖…大さじ４
・小麦粉　・大根…300ｇ　・きゅうり…１本
・トマト…１個　・三つ葉…１把

●１鶏肉はすじを切ってＡの調味料で下味を付け、
小麦粉を付けて揚げ、食べやすい大きさに切る。
●２ねぎはみじん切りにし、Ｂの調味料と合わせ、
たれを作る。
●３大根ときゅうりは千切り、トマトは半月切り、
三つ葉はゆでて４㎝位に切り、野菜と肉を大皿
に盛り付け、●２のたれをかける。

作り方

グレープフルーツセグメント

材　料（８人分）
・粉ゼラチン…３袋　・水…100㏄＋約300㏄
・グレープフルーツ…２個　・砂糖…100ｇ
・レモン汁…１／４個分　・塩…少々
・白ワインまたはウイスキー…大さじ１

●１水100㏄の中に粉ゼラチンを入れて15～20分お
き、湯せんで溶かす。
●２グレープフルーツは横２つに切って汁を絞り、
その絞り汁に水を加え３カップにする。
●３グレープフルーツの皮は中袋を取り出し、ケー
ス用に冷やしておく。
●４●２の汁に、砂糖・レモン汁・塩を加え、火にか
けて砂糖を溶かす。
●５●４に●１のゼラチンと白ワインを加える。
●６●５を氷水に当ててとろみが付くまで冷やし、●３
のケースに流し入れ、冷やし固め、くし型に切
り、盛り付ける。

作り方

精
神
障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
相
談
は
市
役
所
へ

手
続
き
が
保
健
所
か
ら

市
役
所
へ
変
わ
る
も
の

新
し
く
始
ま
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス

13年度の川治地区公民館ヘルシー料理教
室に参加し、たくさんの料理を楽しく教えて
いただきました。その中の一品をご紹介しま
す。皆さんも出かけてみてはいかがですか。

11 平成14年3月10日号 10

昭
和
二
十
八
年
か
ら
三
十
年
に
か

け
て
、
全
国
的
な
町
村
合
併
が
推
し

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治

二
十
二
年
の
大
合
併
に
匹
敵
す
る
町

村
の
再
編
成
で
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
に
は
、
町
村

合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
国
・
県

が
一
体
と
な
っ
て
、
町
村
の
「
自
主

的
」
な
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
が
う

た
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
、
各
町
村
の
有
力
者
の

間
で
、
「
合
併
に
よ
る
市
制
施
行
」

と
い
う
構
想
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
促
進
法
の
施
行
は
、
こ
の
構

想
を
実
現
す
る
絶
好
の
機
会
と
受
け

止
め
ら
れ
ま
し
た
。

早
速
、
十
月
に
は
十
日
町
と
川
治

村
の
議
員
の
間
で
合
併
問
題
の
懇
談

会
が
開
か
れ
、
十
二
月
に
は
六
箇
村

を
加
え
た
三
町
村
の
町
村
長
と
議
会

議
長
が
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
年
度
内
の
合
併
と
市
制
施

行
を
目
標
に
す
る
こ
と
で
、
意
見
の

一
致
を
み
ま
し
た
。

二
十
九
年
一
月
九
日
の
十
日
町
議

会
で
は
、
中
条
・
川
治
・
六
箇
の
三

か
村
に
、
合
併
の
申
し
入
れ
を
行
う

こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
た
川
治
村
と
六
箇
村
の
議
会
で

は
、
満
場
一
致
で
賛
成
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

一
方
、
中
条
村
で
は
一
部
を
除
い

て
純
農
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
工

業
が
集
積
し
た
十
日
町
中
心
の
行
政

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
か

ら
、
す
ぐ
決
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
各
集
落
の
意
見
を

集
約
し
た
と
こ
ろ
、
合
併
賛
成
が
多

数
を
占
め
、
一
月
二
十
九
日
の
村
議

会
で
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
町
三
村
の
合
併
に
よ
り
、
二
十

九
年
三
月
三
十
一
日
に
十
日
町
市
が

誕
生
し
ま
し
た
。
吉
田
村
は
十
二
月

一
日
、下
条
村
は
三
十
年
二
月
一
日
、

水
沢
村
の
合
併
は
三
十
七
年
四
月
一

日
で
す
。（

通
史
編
５
　
近
・
現
代
ニ
）

※
「
十
日
町
市
史
を
読
む
」
は
今
回

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

十日町市史を読む 60

十日町情報館町村合併と市制施行

市制施行祝賀 提
ちょう

灯
ちん

行列

下
条
漉す

く

野の

で
農
家
の
４
男
に
生
ま

れ
、
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
隣
村
の

農
家
に
百
姓
奉
公
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
の
年
季
を
終
え
、
東
京
の
煙

突
掃
除
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
13

年
間
勤
め
た
と
き
、
父
か
ら
の
手
紙

で
「
長
男
が
病
弱
で
農
業
が
で
き
な

い
か
ら
家
を
助
け
て
ほ
し
い
」
と
頼

ま
れ
、仕
方
な
く
家
に
入
り
ま
し
た
。

昭
和
17
年
春
に
結
婚
し
、
秋
に
は

出
征
し
ま
し
た
。
東
京
の
防
空
隊
に

入
隊
し
、
お
台
場
の
高
射
砲
隊
の
任

務
に
就
き
３
年
で
終
戦
、
復
員
し
ま

し
た
。

10
年
後
、
村
に
分
家
に
出
ま
し
た

が
、
農
業
だ
け
で
は
生
活
が
苦
し
い

の
で
十
日
町
市
街
地
の
煙
突
掃
除
の

仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
学
校
な
ど
の

公
的
機
関
や
会
社
・
家
庭
か
ら
引
っ

張
り
凧だ
こ

の
毎
日
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
雪
が
50
セ
ン
チ
も
積

も
る
と
交
通
は
一
切
止
ま
り
、
飯
山

線
だ
け
が
動
い
て
い
ま
し
た
。
４
キ

ロ
の
雪
道
を
歩
き
、
朝
夕
の
列
車
は

座
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
吊つ

り

革か
わ

に
つ
か

ま
っ
て
の
通
勤
で
し
た
。
10
年
ほ
ど

続
け
ま
し
た
が
、
石
炭
か
ら
石
油
に

か
わ
り
こ
の
仕
事
は
廃
業
し
ま
し
た
。

42
年
に
現
在
の
と
こ
ろ
に
移
り
住

み
、
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
、
新
聞
社
の
集
金
人
と

し
て
再
就
職
し
ま
し
た
が
、
73
歳
の

と
き
咽い

ん

喉こ
う

ガ
ン
に
な
り
、
手
術
で
声

帯
も
い
っ
し
ょ
に
切
除
し
、
声
を
失

い
ま
し
た
。

退
院
後
は
仕
事
も
で
き
ず
遊
ん
で

い
ま
し
た
が
、
十
日
町
で
も
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
流
行
し
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
ル
ー
ル
を
習

い
、
週
３
回
の
練
習
を
今
も
続
け
て

い
ま
す
。
体
全
体
を
無
理
な
く
動
か

す
の
で
私
の
健
康
法
で
あ
り
、
生
き

が
い
で
す
。
こ
の
15
年
間
に
何
回
も

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

<144

このコーナーでは、登場していただく人
を募集しています。問い合わせは企画人
事課広報広聴係157-3111内線213へ

田 村 正 三さん
（三和町）87歳

（

（最終回）
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元日本代表監督の加茂周さんを招き、講演会とサッカー教室が開催されます。

Ｗ杯のすばらしさと、クロアチアキャンプ成功への秘訣を聞いてみませんか。

■期日：3月16日G
午後２時～受付

■内容：開会式　午後２時30分～

講演会『Ｗ杯のすばらしさ』
２時45分～３時45分

サッカー教室
３時45分～４時45分

記念撮影 ４時45分～５時

■会場：講演会＝クロス10

サッカー教室＝総合体育館

■主催：アルビレックス新潟・十日町市サッカー協会　　■入場料：無料

■その他：事前申込不要。サッカー教室は小・中学生と高校生が対象です

が、一般の人も見学できます。教室参加者は屋内用運動靴および

サッカーボールを持参してください。

■問合せ：十日町市サッカー協会事務局佐藤（1090－1114－6014）

～クロアチア語入門②～

＜会話編＞

はるばるクロアチアからお越

しのお客さまを、クロアチア語

でお迎えしましょう。

ようこそ十日町へ　　

ドブロ　ドシュリウ トオカマチ

クロアチアのお客さまに話か

けたり、話かけられたときには、

つぎのように答えます。

はい／いいえ　　ダ／ネ

ありがとう　　　フヴァラ

ごめんなさい　　イズヴィニテ

すみません（呼びかけ）

イズヴィニテ

十日町から
ドバルダーン

ヨ
ジ
ッ
チ
監
督
が
来
訪

こ　ん　に　ち　は

加茂周サッカー講演会

ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
の
ミ
ル
コ
・
ヨ

ジ
ッ
チ
監
督
ら
チ
ー
ム
関
係
者
４
人

が
、
３
月
１
日
f
に
十
日
町
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

初
め
て
来
市
し
た
監
督
は
、
最
初

に
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
視

察
。
背
丈
を
超
す
雪
に
驚
き
な
が
ら

も
、
「
５
月
に
は
緑
の
芝
が
迎
え
て

く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
の

正
面
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
国
旗
や
横

断
幕
に
出
迎
え
ら
れ
、
表
情
が
ほ
こ

ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
選
手
団
が
宿
泊
す
る
ホ

テ
ル
別
館
に
入
り
、
間
取
り
や
ベ
ッ

ド
サ
イ
ズ
、
空
調
な
ど
の
施
設
を
入

念
に
確
認
し
ま
し
た
。

視
察
後
に
監
督
は
「
市
民
の
人
た

ち
か
ら
我
々
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
私
た
ち
も
応
援
し
て
も

ら
う
代
わ
り
に
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
を
す

る
。
人
と
人
の
友
情
を
結
び
つ
け
る

と
こ
ろ
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
が
あ

る
」
と
、
市
民
と
の
交
流
に
も
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

花束と横断幕の歓迎に笑顔を見せるヨジッチ監督

【アルペンの女王コステリッチがやってくる!?】
監督からは、ソルトレイク五輪で女子アルペン初の三冠に輝いたヤ

ニツァ・コステリッチ選手が、チームといっしょに来市する案が示さ

れました。実現すれば、代表キャンプとともに大きな話題になります。

桑原慎太郎選手が国体優勝
～十日町市では８年ぶり、２人目の快挙～

十
日
町
高
校
の
尾
身
亮
介
投
手
が
日
本

学
生
野
球
協
会
か
ら
２
０
０
１
年
度
の
優

秀
選
手
に
選
出
・
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
優
秀
選
手
表
彰
は
、
各
都
道
府
県

か
ら
１
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
も
の
で
、
新

潟
県
か
ら
は
昨
年
の
夏
、
甲
子
園
初
出
場

を
果
た
し
た
十
日
町
高
校
の
尾
身
投
手
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
賞
を
受
賞
し
た
尾
身
君
は
、

「
思
い
も
よ
ら
ぬ
賞
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
支
え
が
あ

っ
て
こ
そ
と
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
新
た
な
世
界
に
飛
び
立
つ
ト

ン
ボ
軍
団
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

十日町高校尾身投手に新たな勲章
～日本学生野球協会が優秀選手表彰～

４
月
に
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
２
月
13
日
d
に
十
日

町
地
区
交
通
安
全
協
会
の
児
玉
昭
一
郎
会

長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
生
越
教
育
長
に
黄

色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、
各
小
学

校
を
通
じ
、
入
学
を
待
ち
わ
び
る
４
３
６

人
の
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
児
玉
会
長
か
ら
は
「
カ

バ
ー
を
付
け
て
、
元
気
に
通
学
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
同
協
会
に
よ
っ
て
、
20
年
以

上
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
が
悲
惨
な
交
通
事
故
に

よ
っ
て
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

み
ん
な
で
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

子どもの未来を交通事故から守ろう
～新入学児童にランドセルカバー贈呈～

このコーナーは、まちの話題や活動

などを紹介しています。情報がありま

したら、企画人事課広報広聴係（157─

3111内線213）へ、お気軽にお寄せくだ

さい。

トピックス
TOPICS

表
彰
台
に
立
っ
た
桑
原
選
手
は
、

「
苦
労
し
て
手
に
入
れ
た
表
彰
状
な

の
で
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
あ
ふ
れ

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
田
久
選
手
（
津
南
Ｓ

Ｃ
・
十
日
町
地
域
消
防
本
部
）
が
、

成
年
男
子
Ｃ
５
d
ク
ラ
シ
カ
ル
で

堂
々
の
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
地
元
選
手
の
入
賞
は
つ

ぎ
の
通
り
（
敬
称
略
・
○
の
中
は
順

位
）
▼
少
年
男
子
リ
レ
ー
＝
3
新
潟

…
１
走
‥
樋
口
吉
和
（
十
高
）
、
３

走
‥
桑
原
慎
太
郎
（
八
海
高
）
▼
成

年
男
子
リ
レ
ー
＝
3
新
潟
…
３
走
‥

野
上
寿た
か

幸ひ
さ

（
早
大
）
▼
成
年
女
子
Ａ

大
回
転
＝
8
児
玉
春
美
（
専
大
）

第
57
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
（
に
い
が
た
妙
高
国

体
）
が
２
月
20
日
d
か
ら
23
日
g
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
か
ら
は

距
離
と
ア
ル
ペ
ン
に
13
人
の
選
手
が

参
加
し
て
、
全
国
の
強
豪
と
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

21
日
e
に
は
、
桑
原
慎
太
郎
選
手

（
水
沢
中
出
身
・
八
海
高
２
年
）
が

少
年
男
子
10
d
ク
ラ
シ
カ
ル
に
出
場

し
、
27
分
４
秒
１
で
初
優
勝
を
成
し

遂
げ
し
ま
し
た
。
桑
原
選
手
は
、
昨

年
の
妙
高
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
競
技
中

に
同
じ
コ
ー
ス
で
衝
突
事
故
に
遭
っ

て
い
ま
す
。
悪
夢
か
ら
一
年
後
、
念

願
の
「
制
覇
」
を
達
成
し
ま
し
た
。

加茂周サッカー講演会

写真提供/アルビレックス新潟



春
ら
ん
ま
ん
、
恒
例
の
花
見
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
■
日
時
＝
３
月
31

日
a

午
前
６
時
30
分
市
役
所
前
集

合
、
正
午
開
宴
■
会
場
＝
上
野
公
園

花
見
広
場
■
定
員
＝
１
５
０
人
■
参

加
費
＝
①
バ
ス
利
用
‥
９
、
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
４
、０
０
０
円
、
②

現
地
集
合
‥
大
人
５
、
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
、
０
０
０
円
、
①
②

と
も
幼
児
無
料
■
申
込
み
＝
３
月
22

日
f
ま
で
に
、
大
好
き
十
日
町
会
事

務
局
（
市
商
工
観
光
課
内
内
線
２
６

９
）地

震
に
は
日
ご
ろ
の
備
え
が
必
要

で
す
。
体
験
車
で
の
地
震
体
験
も
で

き
ま
す
。
暖
か
い
服
装
で
ぜ
ひ
見
学

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
３

月
17
日
a
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
■

会
場
＝
十
日
町
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
お
も
な
訓
練
内
容
＝
９
時
35
分
〜

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
初
期
消
火
訓

練
、
９
時
55
分
〜
倒
壊
家
屋
か
ら
け

が
人
救
出
、
11
時
５
分
〜
防
災
ヘ
リ

で
患
者
を
搬
送
な
ど
■
問
合
せ
＝
総

務
課
総
務
管
理
係
（
内
線
２
２
０
）

日
ご
ろ
公
民
館
で
練
習
に
励
ん
で

い
る
、
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
成

人
講
座
フ
ル
ー
ト
に
キ
ー
ボ
ー
ド
・

ド
ラ
ム
・
ベ
ー
ス
が
加
わ
っ
た
楽
し

い
合
同
演
奏
会
で
す
。
■
日
時
＝
３

月
30
日
g
午
後
６
時
30
分
〜
■
会
場

＝
公
民
館
本
館
■
問
合
せ
＝
公
民
館

本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

南
京
玉
す
だ
れ
・
コ
マ
回
し
・
踊

り
太
鼓
な
ど
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
名

人
芸
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
３
月
31
日
a
午
後
３
時
（
開
場

２
時
45
分
）
〜
４
時
30
分
■
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
■
入
場
料
＝
会
員
制
で

す
。
鑑
賞
希
望
の
人
は
当
日
受
付
け

ま
す
。
※
入
会
金
１
家
族
１
、
０
０

０
円
＋
４
歳
以
上
は
１
人
１
か
月
７

０
０
円
■
問
合
せ
＝
水
落
静
子
（
1

56
│
２
１
４
４
）

小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
人
や
絵
本
に
興
味
を
お
持
ち
の

人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
３
月
24
a
午
後
１
時
30
分
〜
■

会
場
＝
情
報
館
■
講
師
＝
栗
村
節
子

さ
ん
（
東
京
都
出
身
、
白
根
市
立
図

書
館
長
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
第
一
人

者
と
し
て
活
躍
中
）
■
演
題
＝
子
ど

も
と
読
書
‥
よ
い
本
に
出
会
う
こ
と

の
大
切
さ
を
中
心
に
お
話
い
た
だ
き
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
実
技
も
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１

０
０
）

地
域
づ
く
り
・
農
業
後
継
者
育
成

な
ど
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
に
取
り
組

む
川
西
町
と
津
南
町
に
注
目
し
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
課
題
を
考

え
ま
す
。
皆
さ
ん
で
地
域
づ
く
り
の

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
＝
３
月
17
日
a
午
後
１
時
30
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講
演
会

子
ど
も
と
読
書

さ
よ
な
ら
大
好
き
十
日
町
会

上
野
公
園
花
見
ツ
ア
ー

十
日
町
お
や
こ
劇
場
例
会

兎う
っ

・
獅
子
し
っ
し

七
変
芸

し
ち
へ
ん
げ

地
域
セ
ミ
ナ
ー

魚
沼
に
見
る

地
域
づ
く
り
･
人
づ
く
り

冬
季
防
災
訓
練

ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

ガイド
催し

講座

発売日時＝３月23日g午後０時30分～６時

発売場所＝市民会館　※十日町駅では発売しません

発売額＝500円

乗車区間＝ほくほく線全線（六日町～犀潟間）

問合せ＝北越急行営業開発室（150－1251）

ホームページhttp://www.hokuhoku.co.jp/

はた織りきっぷ
十日町名産の「つむぎ」でできた、めずらしい

乗車券です。１枚で１回片道乗車（途中下車前途

無効）できます。通信販売もあります。ホームペ

ージをご確認ください。 有効期間＝６月30日a

ほくほく回数券
鉄道写真家永井三智雄氏が撮影したほくほく線の

四季が印刷されています。１枚で１回片道乗車（途

中下車前途無効）できる３枚セットの回数券です。

有効期間＝平成15年３月21日（春分の日）

ほくほく線開業５周年記念乗車券
を発売します

流雪溝への投雪作業は危険をともないます。つ

ぎの点に十分気を付けながら、安全な作業を心が

けましょう。

〇流雪溝の転落防止柵は絶対に外さないでくださ

い。また、特に小さな子どもが近くにいるとき

は、一時作業を中断して子どもを遠ざけるなど、

転落事故を防ぎましょう。

〇作業中は流雪溝のふたが開いていることを知ら

せるため、赤い旗を立てましょう。作業後は速

やかにふたを閉めましょう。

〇投雪の際は、できるだけ雪を細かく砕いて入れ

ましょう。

○これからの融雪期は、河川の水量が増えて大変

危険です。事故防止のため、河川には近づかな

いようにしましょう。

■問合せ＝建設課克雪利雪対策室克雪係（内線270）

雪害対策室からのお願い

投雪作業に注意!!

下
水
道
を
布
設
し
た
後
は
、
使
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
営
む

た
め
に
も
、
地
域
全
体
で
つ
な
ぎ
込

み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
（
台
所
・
ト

イ
レ
・
風
呂
な
ど
）
を
下
水
道
に

流
す
た
め
、
排
水
設
備
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
浄
化
槽
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
下

水
道
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

◇
く
み
取
り
便
所
は
、
３
年
以
内

（
17
年
３
月
29
日
ま
で
）
に
水
洗

式
に
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
は
、
十
日
町
市
の

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
、
工
事
を

し
て
は
い
け
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
76
社
の
指
定
工
事
店
が

あ
り
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
地
域
に
お
住
ま
い
の

人
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い

な
い
人
を
対
象
に
、
３
月
14
日
e
か

ら
排
水
設
備
工
事
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

日
時
・
会
場
な
ど
は
別
途
連
絡
し

ま
す
。

「
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
」

は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

の
よ
う
な
集
合
処
理
が
不
適
切
な
地

域
を
対
象
に
、
市
が
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理
も
行
う
事

業
で
す
。
13
年
４
月
の
事
業
開
始
以

来
、
11
基
を
設
置
し
、
42
基
の
既
設

合
併
浄
化
槽
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

14
年
度
は
、
既
設
合
併
浄
化
槽
の

引
き
取
り
と
、
15
基
の
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
分
担
金
‥
新
規
の
設
置
希
望
者
か

ら
30
万
円
の
分
担
金
を
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
負
担
区
分
‥
浄
化
槽
本
体
工
事
は

市
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
宅
内
排
水

設
備
（
台
所
・
風
呂
な
ど
）
か
ら
浄

化
槽
ま
で
の
間
は
個
人
負
担
で
す
。

◆
使
用
料
‥
下
水
道
使
用
料
と
同

様
、
使
っ
た
排
水
量
に
応
じ
て
月
額

使
用
料
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
維
持
管
理
‥
家
庭
用
の
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
は
、
４
か
月
に
一
度
の

保
守
点
検
、
年
一
回
の
清
掃
、
指
定

検
査
機
関
に
よ
る
「
設
置
後
等
の
水

質
検
査
」
と
「
定
期
検
査
」
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点

検
・
検
査
は
、
市
の
委
託
業
者
が
実

施
し
ま
す
。

平成14年３月31日から、つぎの町内で

下水道を使用できるようになります。

山本町１・２、稲荷町３南、稲荷町３本

通り、西本町３、城之古１、江道、四日

町新田１・３、新座１・３・４の１・４

の２、田川町２・３、南新田町３、本町

７－１、三和町、四日町１・２・３・４、

四日町中原、尾崎、五軒新田、太子堂、

中条旭町、大黒沢１・２、小黒沢、伊達

１・２・３、土市１・２・３、太田島

１・３、馬場４、水沢３のそれぞれ一部

～お待たせしました～

使用開始町内一覧

下水道工事の
助成制度があります

～早 め の 水 洗 化 を～

公共下水道、特定環境保全公共下

水道、農業集落排水整備、合併処理

浄化槽設置整備の各事業で水洗化普

及率が90％を越えた対象地区内に

住んでいる生活扶助・老人・母（父）

子・障害者・低所得者の皆さんは、

一定の所得条件を満たす場合、排水

設備工事費の助成を受けることがで

きます。

■対象地区：中央第１・２処理分

区、珠川、稲葉、山谷、

小泉、赤倉、菅沼

■問 合 せ ：下水道課施設管理係

（152－7441）

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

工
事
は
指
定
工
事
店
で

供
用
開
始
の
説
明
会

つ
な
ぎ
込
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

下
水
道
の
普
及
に
ご
協
力
を

■窓口＝下水道課施設管理係

（152－7441）

使用開始区域の縦覧
◆期間 ３月18日b～29日f

※ただし土・日曜日は除く

◆場所 下水道課

(西本町３・下水処理センター内)



限
15
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。
任
意

の
団
体
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
平

成
14
年
度
中
に
確
実
に
事
業
遂
行
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
■
申
込
み
＝

３
月
29
日
f
ま
で
に
指
定
の
企
画
書

を
問
合
せ
先
に
提
出
■
問
合
せ
＝
7

新
潟
県
職
員
互
助
会
（
1
０
２
５
│

２
８
５
│
５
５
１
１
）

昨
年
７
月
か
ら
実
施
し
た
収
集
ご

み
の
有
料
化
に
伴
い
、
旧
指
定
袋
を

使
用
す
る
場
合
に
は
、
大
き
さ
に
応

じ
た
３
種
類
の
シ
ー
ル
を
は
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

使
用
期
限
に
つ
い
て
は
、
平
成
14

年
３
月
末
日
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
使
用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
た
結

果
、
使
用
期
限
を
１
年
延
長
し
15
年

３
月
末
日
ま
で
と
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境

係（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
１
５
７
）

ま
た
は
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

（
1
52
│
３
９
２
４
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
に

隣
接
し
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
ケ
ア

ハ
ウ
ス
み
よ
し
台
を
一
般
公
開
し
ま

す
。
■
日
時
＝
３
月
29
日
f
・
30
日

g
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
問
合
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

三
好
園
（
1
56
│
２
１
０
６
）

４
月
か
ら
県
の
機
構
改
正
に
よ
り

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
保
健
所
が
組

織
統
合
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
六
日

町
児
童
相
談
所
・
六
日
町
身
体
障
害

者
更
生
相
談
所
・
六
日
町
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
の
相
談
業
務
は
、
引

続
き
現
在
の
場
所
で
（
上
越
線
六
日

町
駅
前
の
庁
舎
）
で
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
六
日
町
児
童
相
談
所

（
1
０
２
５
７
│
70
│
２
４
０
０
）

17 平成14年3月10日号

分
〜
４
時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
参

加
費
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
に
い
が
た

ま
ち
づ
く
り
学
会
（
1
０
２
５
│
２

８
４
│
３
４
３
４
）

■
日
時
＝
４
月
14
日
a
午
前
９
時
〜

■
会
場
＝
総
合
体
育
館
■
種
目
＝
女

性
の
部
、
男
女
混
合
の
部
■
チ
ー
ム

編
成
＝
１
チ
ー
ム
４
〜
６
人
■
参
加

費
＝
２
、
０
０
０
円
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
４
月
３
日
d
ま
で
に
総
合
体

育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）

※
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
か
ら

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
初
心
者
・

男
性
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
「
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
な

ご
み
の
家
」
の
「
分
場
」
を
川
西
町

上
野
地
内
に
開
設
し
ま
す
。
知
的
に

障
害
の
あ
る
満
15
歳
以
上
の
利
用
希

望
者
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
知
的
障
害
者
を
対
象
と
し
た
「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
入
居
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
希
望
者
多
数
の
場
合
は

待
機
扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
障
害
援
護

係
（
内
線
１
３
４
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な

理
由
で
小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
の

が
困
難
な
児
童
生
徒
（
生
活
保
護
世

帯
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
児

童
生
徒
）
に
、
就
学
援
助
費
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
（
内
線
３
１
２
）

失
業
に
よ
り
生
活
の
維
持
が
困
難

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
世
帯
へ
生
活
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。
■
対
象
＝
つ

ぎ
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
①
生

計
中
心
者
の
失
業
に
よ
り
生
計
の
維

持
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
②
生
計
中

心
者
が
就
労
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

求
職
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
③
生

計
中
心
者
が
就
労
す
る
こ
と
に
よ
り

世
帯
の
今
後
の
生
活
の
見
通
し
が
明

ら
か
で
あ
る
④
生
計
中
心
者
が
離
職

の
日
か
ら
２
年
（
特
別
の
場
合
は
３

年
）
を
超
え
て
い
な
い
⑤
生
計
中
心

者
が
雇
用
保
険
の
一
般
求
職
者
給
付

を
受
給
し
て
い
な
い
■
貸
付
限
度
額

＝
月
額
20
万
円
（
単
身
世
帯
は
10
万

円
）
■
貸
付
期
間
＝
12
か
月
以
内
■

貸
付
金
の
利
率
＝
年
３
％
■
連
帯
保

証
人
＝
原
則
と
し
て
２
人
■
貸
付
の

償
還
＝
据
置
期
間
（
無
利
子
）
は
貸

付
期
間
終
了
後
６
か
月
。
据
置
期
間

経
過
後
５
年
以
内
で
償
還
■
問
合
せ

＝
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1

50
│
５
０
１
０
）

7
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で

は
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
経
営
基
盤

強
化
・
創
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
設
備
貸
与
制
度
】

導
入
を
希
望
す

る
設
備
を
公
社
が
代
わ
っ
て
購
入

し
、
長
期
か
つ
低
利
に
割
賦
販
売
ま

た
は
リ
ー
ス
す
る
も
の
で
す
。

【
設
備
資
金
貸
付
制
度
】

設
備
購
入

代
金
の
２
分
の
１
以
内
を
無
利
子
で

融
資
す
る
も
の
で
す
。

■
問
合
せ
＝
7
新
潟
県
中
小
企
業
振

興
公
社
設
備
資
金
課
（
1
０
２
５
│

２
８
５
│
０
０
２
５
）

県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行

う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
緑
化
推

進
や
環
境
保
護
活
動
に
、
事
業
費
の

３
分
の
２
以
内
（
上
限
70
万
円
、
下
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ゆずります……

品　　　名 規　格 希望価格

ソ フ ァ ー 大・小 無　料

電 子 ピ ア ノ 無　料

水 槽 深さ50・奥行35
幅60b 無　料

Ｃ Ｄ ラ ジ カ セ ２　台 無　料

アカデミア百科事典 １～21巻 1,000円

学 習 机 木　製 2,000円

自 転 車 大人用 3,000円

ロックミシン３本糸使用 新品同様 30,000円

十高女子制服一式 Ｍサイズくらい 相談で

学 習 机 木　製 相談で

耕 耘 機 大　型 20,000円

百 科 事 典 無　料

ナショナル精米機（新品） 玄米で約21㎏ 無　料

ダイニチブルーヒーター ６～８畳用
新　品 無　料

事 務 机 500円

２ 段 ベ ッ ト 相談で

パ ソ コ ン 本 体 メーカー問わず 相談で

ミ シ ン 直線縫いが
出来ればよい 相談で

スーパーファミコンソフト 囲碁ソフト
カセット 相談で

ラ ジ カ セ ダビングが
出来るもの 相談で

ポ ッ ト 細いもの 相談で

小 型 冷 蔵 庫 一人暮らし用 相談で

電 子 レ ン ジ 相談で

掃 除 機 相談で

ベ ビ ー ベ ッ ト 相談で

チャイルドシート 相談で

ベ ビ ー ベ ッ ト 相談で

総合高校女子制服上下 身長164cm 相談で

50 cc バ　イ　ク 相談で

50 cc バ　イ　ク 相談で

アルペンスキー一式 小学生用 相談で

テ レ ビ 14型～19型 相談で

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始 ３月15日f午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

ゆずってください……

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

就
学
援
助
制
度

第
　
回
市
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11

離
職
者
支
援
資
金

緑
化
推
進
・
環
境
保
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成
事
業

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強

化
・
創
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

スポーツ募集あ
か
ね
会

施
設
利
用
者
と
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
入
居
者
募
集

■十日町地域福祉基金へ＝

樋 口 正 文 （ 神 明 町 、

100,000円）十日町懐メ

ロ同好会（115,102円）大

井田同族会（東京都、

50,000円）

■社会福祉事業へ＝ＪＡ十

日町青婦部（30,000円）

■情報館へ＝星野元一（下

山）尾身伝吉（山本町3）

井之川恵子（谷内丑１）

入田昌子（稲葉）滝沢平

八（本町６－３）滝沢栄

輔（本町東１）

■身体障害者福祉センター

へ＝春川（新座、3,000円）

寄付ありがとう
2月25日届出分まで（敬称略）

ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
で
は「
花
の
道
整
備
モ
デ
ル
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
沿
道
を
花
や
樹
木
で
飾
り
、
地
域
に
彩
り
と
潤
い

を
創
出
す
る
こ
と
と
来
訪
者
を
花
で
歓
迎
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
地

域
や
集
落
を
指
定
し
て
、
花
苗
・
苗
木
・
客
土
・
肥
料
な
ど
を
助
成

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
花
を
育
て
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。

助
成
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
助
成
地
域
数
＝
１
か
所

■
助
成
期
間
＝
平
成
14
年
度
限
り

■
助
成
事
業
費
＝
60
万
円
※
人
夫
賃
金
な
ど
の
人
件
費
は
対
象
外

■
対
象
地
域
＝
圏
域
市
町
村
や
観
光
地
を
結
ぶ
主
要
道
路
沿
い
の
地

域
で
、「
そ
こ
に
花
壇
を
作
り
た
い
」「
今
の
花
壇
を
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
た
い
」
な
ど
の
希
望
を
お
持
ち
の
地
域
。
町
内
会
、
振
興

会
、
任
意
の
組
織
な
ど
、
団
体
単
位
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
＝
土
地
は
自
己
所
有
地
で
も
借
地
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

が
、
借
地
料
な
ど
は
助
成
対
象
外
で
す
。
維
持
管
理
は
地
域
の
皆

さ
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
多
数

の
場
合
は
協
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
連
絡
の
う
え
、
申
込
用
紙
を
３
月
25
日

b
ま
で
に
企
画
人
事
課
企
画
係
（
内
線
２
１
６
）
に
提
出
。

花
の
道
整
備
モ
デ
ル
地
区
募
集

現
在
、
図
書
館
部
門
は
、
平
日
は

午
後
７
時
（
水
曜
日
は
９
時
）
に
閉

館
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
２
日
c
か

ら
平
日
（
火
曜
日
〜
金
曜
日
）
は
、

午
後
８
時
閉
館
に
統
一
し
ま
す
。

な
お
、
土
・
日
曜
日
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
午
後
５
時
で
閉
館
し
ま
す
。

公
民
館
本
館
内
の
東
分
室
を
３
月

31
日
a
で
廃
止
し
ま
す
。
た
だ
し
、

図
書
移
動
作
業
の
た
め
、
ご
利
用
は

３
月
24
日
a
ま
で
と
な
り
ま
す
。

４
月
２
日
c
か
ら
は
公
民
館
本
館

窓
口
で
つ
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

①

検
索
サ
ー
ビ
ス

・
借
り
た
い
図
書
な
ど
が
情
報
館
に

あ
る
か
な
ど
を
調
べ
る
。

②

予
約
サ
ー
ビ
ス

・
図
書
な
ど
を
取
り
寄
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
予
約
。

③

貸
出
サ
ー
ビ
ス

・
予
約
を
い
た
だ
い
た
図
書
な
ど
の

貸
出
し
。

④

返
却
サ
ー
ビ
ス

・
図
書
な
ど
の
返
却
受
付
け
。

■
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１

０
０
）

４
月
か
ら
情
報
館
図
書
館
部
門
の

閉
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

平
日
の
閉
館
時
間
を

午
後
８
時
に
統
一
し
ま
す

東
分
室
を
廃
止
し
ま
す

六
日
町
児
童
相
談
所

か
ら
お
知
ら
せ

ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
よ
し
台

を
一
般
公
開
し
ま
す

旧
指
定
袋
・
シ
ー
ル
の

使
用
期
限
を
延
長
し
ま
す

環境

その他

（福）

花
の
道
整
備
モ
デ
ル
地
区
募
集
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道端や畦
あぜ

など、雪解けと同時にどこにでも見られま

す。もっとも身近に早春を告げる植物の一つではない

でしょうか。ツクシ（土筆・左写真）はスギナ（杉

菜・右写真下）が胞子（右写真上）をつけるために伸

ばした茎で、シダの仲間です。ツクシとスギナはオト

コゼンマイとオンナゼンマイの関係と同じになります。

胞子には直行する２つの弾
だん

糸
し

があります。この弾糸

は、湿ったときは胞子にからみついていますが、乾く

と伸びます。暖かな春風に乗って、胞子を遠くまで運

ぶためのツクシの知恵ですね。

ツクシは昔から人々に親しまれ、食用にしたり、子

どもの遊びに使われたりしてきました。

節の所から切り、またつなぎ合わせて「どこをつな

いだ？」と遊んだ記憶はありませんか。

※「とおかまちの自然」は今回をもって終了となります。

スギナ（トクサ科）

181

子 供
ギャラリー

203

み
ん
な
で
と
び
ば
こ
を
し
て
い
る
と
き
の
絵
で

す
。
一
番
高
い
６
段
も
と
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
。

と
ん
で
い
る
と
き
は
気
持
ち
が
い
い
よ
。
と
び
ば

こ
は
大
得
意
な
ん
だ
。

佐 藤 佑
ゆう

樹
き

ちゃん

（６歳）

お正月あそびでこままわしをしました。

茶色のこまがじょうずにまわるととっても

うれしいです。最近がんばってこま名人に

なりました。

金 沢 環
たまき

ちゃん

（６歳）

じ
ょ
う
ず
に
描
け
た
ね
Z

水
沢
保
育
所

■発行/十日町市役所
〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

２月末現在
（ ）は前月からの増減

■人　口　43,686人 （－

男　21,425人 （－

女　22,261人 （－

■世帯数　13,108世帯 （－

16）

1）

15）

9）

市 民 の 動 き

とおかまちの自然

小　林　大
だい

祈
き

ちゃん

平成10年６月２日生まれ
田中町本通り

Baby
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

ま
ち
の
宝
72

ウルトラマンコスモスが大好き

な大祈ちゃん。おしゃべり好きで

お家ではとってもにぎやかです。

１歳３か月になる妹、桃子ちゃ

んとはたまにけんかもするけど、

たのもしいお兄ちゃん。大祈ちゃ

んは春から幼稚園児です。


